
コウチュウ目オサムシ科 石川県カテゴリーハクサンクロナガオサムシ 準絶滅危惧

なし国カテゴリー

本県と福井県の白山山系の高地にのみ分布する。
国内分布

白山山系の釈迦林道上部、お花松原、南竜馬場、室堂など標高1,700ｍ以上の高地に分布する。
県内分布

体長は19～24mmである。体色は黒く、体形は細長い。
形　　態

コクロナガオサムシの白山亜種で、白山の亜高山、高山帯にのみ分布する。
選定理由

成虫の出現期は７月から９月までである。他のオサムシと同様、昼間は石の下などにいて、夜間に採

餌行動をとるようである。
生　　態

登山道整備等の工事や登山者の増加による露岩地への踏み込みは生息環境の悪化につながる。（A）
生存の危機

生息地は白山国立公園の特別保護地区内である。
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亜高山帯、高山帯で草地が少なく、岩石がころがっているような所に多く生息する。
生息地の条件

県内の分布

Leptocarabus arboreus hakusanus (Nakane)
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